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1. はじめに 

マグネタイト(Fe3O4)はスピネル型構造を持つフェ

ライトの一種で 120K 付近において結晶構造変態を伴

う金属－絶縁体転移(フェルベー転移)を示す。フェル

ベー転移温度 TVにおいて電気抵抗は 2 桁変化し、室温

付近の温度 Tm で緩やかな極小を持つことが知られて

いる。しかし、発見以来の膨大な研究に関わらずフェ

ルベー転移のメカニズムはわかっていない。 

静水圧力は等方的に圧力を加えることで体積を収縮

させ、電子間の相互作用を強めることができる。一方、

一軸圧力は結晶の対称性を低下させたり、押す方向に

よって相互作用をコントロールしたりできる。そこで

我々はこの一軸圧力に注目し、フェルベー転移につい

て新たな知見を得ることを目的とした。前回我々は自

作した直接加圧式一軸圧力発生装置を SQUID 磁束計に

組み込み、フェルベー転移温度近傍における詳細な磁

化の一軸圧効果について報告した[1]。今回は電気抵抗

の一軸圧力効果を報告する。 

 

2. 実験方法 

 東大物性研の東堂氏によりブリッジマン法で作成さ

れた単結晶を使用した。[111],[110],[112]方向を持つ、

大きさ 4.0mm×0.8mm×0.8mm 程度の直方体に切り出し

た。金スパッタを試料表面に施し、50μm のプラチナ

線を銀ペーストで付けた。[111]方向に電流を流し、直

流 4 端子法で測定した。カプトンテープを貼った CuBe

製の押し棒で直接[110]方向に加圧し、フェルベー転移

付近の電気抵抗を昇温過程で測定した。次に電気抵抗

の各温度における一軸圧力効果を測定した。 

 

3. 結果と考察 

Figure 1 に各一軸圧力下における電気抵抗率の温度

依存性を示す。123K でフェルベー転移が観測された。

一軸圧力の増加に伴い、フェルベー転移の低温側の傾

きが変わる温度 TV1はほとんど変化しないのに対し、フ

ェルベー転移の高温側の傾きが変わる温度 TV2 は上昇

した。この結果は前回発表した磁化の一軸圧力効果の

結果と対応している。一方、Tm は一軸圧力でほとんど

変化しなかった。Figure 2 に各温度における比抵抗の

一軸圧力依存性の加圧過程を示す。比抵抗は各温度の

大気圧下の抵抗値で規格化したものである。加圧に伴

い、TV1以下の温度では抵抗値が上昇し、TV2以上の温度

では抵抗値が下降していることが明らかになった。こ

れらの実験結果は静水圧との結果と大きく異なる。当

日は静水圧の結果と比較し議論する。 
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Fig.1.Temperature dependence of electrical resistivity 
around Verwey transition at various uniaxial pressures. 
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Fig.2.Uniaxial pressure dependence of specific resistance 
at various temperatures. 
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